
八幡堀界隈

知って得して、見て得して、町の歴史
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工
匠　

高
木
作
右
衛
門
】

答え…伴庄右衛門
鷹飼町 T・Yさん
多賀町 S・Tさん
長光寺町 T・Mさん
音羽町 N・Kさん
日吉野町 M・Kさん

当選者発表

抽
選
で
5
名
様
にcafé 

＆ shopSHINMACHI  

の「
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
」ペ
ア
券 

を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
〆
切

５
月
10
日 

必
着 

※

当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

高
木
作
右
衛
門
は
多
く
の
神
社
仏
閣
を
建
設
し
て
い
ま
す
が
、二
年
七
ヶ
月
の
長
期
間
を
要
し

て
竣
工
し
た
京
都
○
○
五
重
塔
が
有
名
で
す
。さ
て
何
と
い
う
お
寺
で
し
ょ
う
か
。

◆
ご
希
望
の
方
は 

答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号 

を
ご
記
入
の
上
、

   

官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。

※参考文献　近江八幡人物伝  近江八幡郷土史会刊／

こ
う
し
ょ
う　

た
か
ぎ
さ
く
え
も
ん

クイズ

　

室
町
時
代
の
応
永
三
十
年
（
1
4
2
3
）
高
木
姓
を
有
す
る
大
工
と
し
て
滋
賀
県
蒲
生
郡
安
土
町
奥
石
神
社
社
蔵

神
輿
の
天
井
裏
銘
文
に
「
安
土
慈
恩
寺
村　

高
木
金
四
郎
実
名
直
□
」
と
あ
り
、
同
氏
は
の
ち
豊
臣
秀
次
に
よ
る
八

幡
築
城
に
と
も
な
っ
て
近
江
八
幡
に
移
住
し
、
高
木
作
右
衛
門
で
あ
る
と
蒲
生
郡
史
及
び
近
江
新
報
（
大
正
６
年
）

は
伝
え
て
い
ま
す
。
当
時
領
主
は
工
匠
の
保
護
に
力
を
注
で
い
ま
し
た
。
こ
と
に
戦
国
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
そ

の
傾
向
は
強
く
見
ら
れ
、近
江
八
幡
に
お
い
て
も
豊
臣
秀
次
、京
極
高
次
、徳
川
氏
等
の
政
策
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

秀
次
の
定
め
た
八
幡
山
下
町
の
十
三
の
掟
書
き
の
第
十
一
条
に
は「
於
町
並
居
住
之
輩
者
、雖
為
奉
公
人
并
諸
職
人
、

家
並
之
役
儀
免
除
之
事　

付
、
加
扶
持
召
遣
諸
職
人
等
各
別
事
」（
町
並
み
居
住
の
輩
に
於
い
て
、
奉
公
人
並
び
に

諸
職
人
、
家
並
の
役
儀
免
除
の
事
。
付　

扶
持
を
加
う
、
召
遣
諸
職
人
等
各
々
の
事
。）
と
あ
り
、
諸
職
人
を
優
遇

し
工
匠
の
待
遇
を
良
く
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
後
の
徳
川
幕
府
も
前
例
に
倣
い
、
こ
れ
ら
の
工
匠
か
ら
雑
税
を
免

除
し
ま
し
た
。
京
都
大
工
頭
、
中
井
五
郎
助
は
代
官
の
命
を
受
け
、
近
江
大
工
頭
、
八
幡
高
木
作
右
衛
門
に
対
し
近

江
国
内
の
大
工
が
所
有
す
る
田
畑
石
高
を
調
査
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
諸
役
免
除
を
施
工
す
る
た
め
の
台
帳
を
作
成
す

る
必
要
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
世
的
な
遺
風
を
そ
の
ま
ま
に
伝
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
圏
を
定
め
、
他

の
同
業
者
を
排
除
し
た
の
で
大
工
職
は
代
々
永
続
し
ま
し
た
。

　

高
木
作
右
衛
門
と
名
乗
る
の
は
二
代
目
光
喜
か
ら
で
し
た
。
高
木
作
右
衛
門
家
に
は
永
正
九
年（
1
5
1
3
）九
月
、

藤
原
光
吉
よ
り
馬
場
村
（
現
出
町
宮
内
町
）
の
左
衛
門
宛
に
、八
幡
宮
の
一
部
、馬
場
村
興
隆
寺
の
な
か
の
四
ヶ
堂
寺
、

多
賀
村
、
荒
籠
村
、
一
井
村
、
鷹
飼
村
、
金
田
庄
の
内
若
宮
殿
、
金
剛
寺
、
か
や
堂
、
土
田
の
一
部
の
大
工
権
を
譲

渡
し
た
証
文
が
あ
り
ま
し
た
。
光
治
、
光
喜
、
光
吉
、
光
連
、
光
視
、
光
幹
、
光
規
、
光
矩
、
光
一
、
光
義
、
光
直
、

と
約
四
百
年
近
く
大
工
職
を
継
承
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
弘
治
二
年
（
1
5
5
6
）
に
八
幡
神
社
本
殿
と
下
の
八
幡

神
社
拝
殿
を
造
営
し
、
天
正
六
年
（
1
5
7
8
）
に
は
上
の
八
幡
神
社
（
八
幡
山
大
平
に
あ
り
）
の
拝
殿
を
造
り
、

同
十
七
年
に
は
一
旦
壊
れ
た
と
思
わ
れ
る
上
の
八
幡
神
社
を
秀
次
に
よ
っ
て
再
建
し
ま
し
た
。
文
禄
二
年
（
1
5
9
3
）

に
は
京
極
高
次
が
八
幡
神
社
の
本
殿
と
神
輿
を
修
理
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
、
慶
長
六
年
（
1
6
0
1
）
八
、
九
月
に
は

代
官
間
宮
彦
次
郎
が
拝
殿
、
楼
門
を
、
翌
年
に
は
神
輿
仮
屋
を
修
理
し
て
い
ま
す
。
慶
長
十
七
年
（
1
6
1
2
）
に

は
代
官
権
太
小
三
郎
以
下
十
三
ヵ
村
の
氏
子
、
町
民
に
寄
進
に
よ
っ
て
、
高
木
兵
衛
が
鐘
及
び
鐘
楼
を
建
設
し
て
い
ま

す
。
元
和
二
年
（
1
6
1
6
）
に
日
置
清
順
が
八
幡
神
社
の
鳥
居
の
材
木
を
寄
進
し
た
時
に
は
、氏
子
の
奉
加
を
以
て
、

高
木
作
右
衛
門
が
こ
れ
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
他
顕
著
な
も
の
は
元
禄
七
年
、
享
保
九
年
及
び
同
十
九
年
の
西
別
院

の
建
造
改
築
、
徳
川
期
の
安
土
浄
厳
院
の
諸
造
作
、
大
坂
の
東
御
堂
の
建
立
、
元
文
二
年
（
1
7
3
7
）
の
日
野
町

信
楽
院
本
堂
、
宝
暦
二
年
（
1
7
5
2
）
の
甲
賀
郡
矢
川
神
社
、
同
五
年
神
崎
郡
金
堂
の
弘
誓
寺
の
建
造
、
安
永
四

年
（
1
7
7
5
）
の
伊
勢
一
身
田
専
修
寺
の
建
立
等
が
主
た
る
も
の
で
、
明
治
時
代
に
も
多
く
の
優
れ
た
建
築
を
残
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
寛
永
年
間
（
1
6
2
4
〜
）
に
京
都
東
寺
の
五
重
塔
を
作
右
衛
門
光
喜
が
建
立

し
た
こ
と
で
す
。『
法
令
雑
録
』に
は「
東
寺
五
重
塔
、寛
永
十
八
巳
十
二
月
よ
り
正
保
元
申
七
月
迄
御
造
営
」と
あ
り
、

二
年
七
ヶ
月
の
長
期
間
を
要
し
て
竣
工
し
て
い
ま
す
。
諸
入
用
高（
建
築
費
）九
百
七
十
貫
６
百
四
十
二
匁
六
分（
銀
）

と
あ
り
、
現
在
の
価
格
に
換
算
す
れ
ば
、
数
十
億
円
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。『
蒲
生
郡
史
』
に
は
、
寛
永
十
二
年

十
一
月
、
京
都
大
工
頭
中
井
五
郎
助
が
、
江
州
大
工
頭
高
木
作
右
衛
門
に
令
を
伝
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

命
を
受
け
、
近
江
国
中
の
主
な
大
工
職
を
集
め
て
、
こ
の
一
生
の
大
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
高

木
家
に
は
東
寺
塔
設
計
図
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

五
百
年
の
長
き
に
わ
た
り
続
い
た
歴
代
の
名
工
高
木
家
も
、
時
代
の
変
遷
に
よ
っ
て
明
治
中
期
以
降
、
次
第
に
衰
運

に
向
か
い
、
し
か
し
、
歴
代
高
木
家
の
残
し
た
工
匠
の
技
は
、
今
も
各
地
に
散
在
し
そ
の
優
れ
た
技
術
は
貴
重
な
文
化

財
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり
情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり

ご予約は
0748-36-5115

手漕ぎ和舟

※
宮
大
工
十
四
代
目
高
木
敏
雄
氏
の
「
我
が
先
祖
を
語
る
」
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

近
江
八
幡
市
立
資
料
館
前
の
旧
伴
家
住
宅
で
は
左
義
長
ダ
シ
を
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

café ＆ shopSHINMACHIが
隣接しています  

野外イベントスペースが出来ました。

コワーキングスペースが新設しました。

市
立
資
料
館
4
月
23
日（
月
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

賀茂神社

足伏走馬

午後１時より賀茂祭　斎行

午後３時頃　足伏走馬　神事

大
祭
五
月
六
日
　
午
後
一
時
斉
行

（日）

滋賀県近江八幡市加茂町1691
賀茂神社社務所0748（33）0123
   ＨＰ  http://kamo-jinjya.or.jp

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

正面ヴォーリス建築の内装が一新しました。



KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版 トマト倶楽部

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部 お誕生日・記念日 花束プレゼント（5月の方） 3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース） 　   5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

＊

＊

＊

＊ 

＊

＊ 

＊

50 名様

30 名様

30 名様
20 名様

30 名様
20 名様
20 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

5 月 7 日迄

6 月 3 日迄

6 月 3 日迄
6月 17日迄

6月 17日迄

発行：ほのぼの通信（有）ラビットハウス 近江八幡市大杉町30-1　TEL0748-33-2914　発行責任者 髙木茂子

ご希望の方は郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望の品一品をご記入の上、官製はがき又
は FAXで下記販売所まで、ご応募下さい。抽選でお送りします。

当選者の発表は発送をもって代えさせて
頂きます。予めご了承ください。

花束 4月30日迄
洗剤、チケット等 5月５日迄締 切

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

パリ凱旋・傘寿記念  与 勇輝展  創作人形の軌跡  

　　　　　　　　　　　  京都高島屋７階グランドホール

永遠の少年、ラルティーグ 写真は魔法だ！ 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 　細見美術館

2018年春季特別展  猿学と面  

　大和・近江および白山の周辺から　MIHO MUSEUM

お釈迦さんワールド  　  龍谷大学  龍谷ミュージアム

熊倉順吉の陶芸×21 世紀の陶芸家たち展 

　　　　　　　　　　　　 　 滋賀県立陶芸の森陶芸館

京都新聞社  2018プロ野球手帳  

京都新聞社  地名ものがたり スクラップブック帳

近江八幡100％味わえます！

TEL 0748-36-5115
約30分1000円（税別）

U  R  L   http://www.shinmachihama.com
E-mail  storekeeper@shinmachihama.com

café ＆ shop
SHINMACHI  

〒523-0871 滋賀県近江八幡市新町２丁目  資料館内　
カフェ＆ショップ 新町（Chief▶090-6247-0831）

八幡堀

乗舟場

定 休 日：月曜日（観光シーズンは不定休）

←お願い地蔵様

市営駐車場⇄
旧伴家住宅→

西川甚五郎邸

市立資料館→ 滋
賀
銀
行

左
義
長
会
館

明治橋

遊歩道
 ギャラリースペース新町浜

café ＆ shop
SHINMACHI  

P

▲
至 

近
江
八
幡
駅㈱近江兄弟社

日牟禮八幡宮

←郷土料理 喜兵衛

営業時間：10：00～16：00

白雲館

新
 町
  浜OPEN

文化伝承館（左義長会館）元新町警察署横よりお入りください！

珈琲＆お土産 新町
是非いっぷく
にお立ち寄り
ください。

ギャラリースペース新町浜の姉妹店です

葦 ( ヨシ）のシフォンケーキがおすすめです

OPEN
近江八幡市立資料館内 

café ＆ shop SHINMACHI
は入館料はいりません。

喫茶コーナーで
ゆったりとお過ごしください！ 


